
廣瀬一郎氏

その起源は、「 」。限界にとらわれることなく、のびのびと
自由な発想で究極の状態を追求する、技術者としてありたい心の持ちようを示すもの。

常識や制約に捕らわれることなく、技術、そして商品としての理想を描き、到達へのス
テップをバックキャスティングで定め、ブレークスルーにより実現を図る、技術者本来
の達成欲に回帰し、退路を断ち実行した 開発。その中に見出した、技術者と
して、企業として、そして人として「守るべきもの、変えていくべきもの」、それを振り返り、
来たる 時代の対応指針を重ねてみる。

マツダ株式会社専務執行役員
研究開発・コスト革新統括、
パワートレイン開発・統合制御システム開発担当

「 に込めるこれからのクルマづくり、
守るべきもの、変えるべきもの」

月 日（水）（大会 日目） 時 分〜 時 分
ホテルクラウンパレス浜松（ＪＲ浜松駅前）３Ｆ「松の間」

特 別 講 演 会


